
船舶職員の乗組み基準

大型船舶の船舶所有者は、乗組み基準に従い、有効な海技免状を有する海技士を乗り組ませなけれ
ばなりません。（船舶職員及び小型船舶操縦者法第１８条）

○船舶職員及び小型船舶操縦者法施行令（昭和５８年政令第１３号）別表第一第一号表（甲板部）
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○船舶職員及び小型船舶操縦者法施行令（昭和５８年政令第１３号）別表第一第二号表（機関部）
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